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DNA 分子鎖は、二重らせん構造を持ち、各塩基が分子軸方向に積み重なった構造となっている

（図１）。分子内の電荷は、この積み重なった塩基を伝って分子軸方向に移動することが、以前よ

り指摘されていた。近年、この特性を利用して、分子デバイスにおける電気伝導ワイヤーとしての

利用ができるのではないかとの期待が高まり、ナノテクノロジーを駆使した分子レベルの電気伝導

実験が行われてきた。しかしながら、測定結果はまちまちで、電荷移動機構に関しても、いくつか

のモデルが提案されてはいるものの、決定的な報告がない状態が続いていた。そこで、DNA の電

子構造を、直接的に調べることで、電気伝導機構の解明を試みた。 

実験では、塩基の電子状態のみを観測するため、窒素 1s のＸ線吸収端における共鳴光電子分光

を行った（図２）。これによれば、塩基サイトで共鳴的に励起した電子が、続いて起るオージェ遷

移過程に強く影響を及している様子が観測された。この結果は、フェルミエネルギー付近の電子軌

道が各々の塩基に局在していることを端的に示すものである。したがって、DNA 分子鎖における

電荷移動機構としては、「電荷は局在する塩基の電子軌道間をホッピングして移動する」というモ

デルが最も適切であると結論づけられた [1]。 

 

      
  図１．DNA 分子鎖のモデル       図２．窒素 1s 吸収端 共鳴光電子スペクトル 
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